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道　標

信
じ
な
さ
い
」
（
マ
ル
コ
11
・

15
）
。

で
す
か
ら
、
私
の
在
任
中
と

い
う
言
い
草
も
本
来
お
こ
が
ま

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
イ
エ
ス
の
宣
教

活
動
は
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
始

ま
り
、
72
人
の
弟
子
を
宣
教
に

遣
わ
す
に
あ
た
り
、
出
会
う

人
々
に
「
『
神
の
国
は
、
あ
な

た
方
に
近
づ
い
た
』
と
い
い
な

さ
い
」
（
ル
カ
10
・
９
）
と
訓

示
を
与
え
、
ご
自
分
の
死
と
復

活
に
よ
っ
て
こ
の
世
の
悪
と
死

に
勝
利
し
、
こ
の
世
に
神
の
国

を
実
現
さ
せ
た
あ
と
、
神
の
国

の
王
と
し
て
の
権
能
を
12
使
徒

に
付
与
し
、
福
音
宣
教
者
と
し

て
全
世
界
に
派
遣
し
た
の
で

す
。「

全
世
界
へ
行
っ
て
、
す
べ

て
の
造
ら
れ
た
も
の
に
福
音
を

宣
べ
伝
え
な
さ
い
。
信
じ
て
洗

礼
を
受
け
る
者
は
救
わ
れ
る

が
、
信
じ
な
い
者
は
滅
び
の
宣

告
を
受
け
る
。
信
じ
る
者
に
は

次
の
よ
う
な
し
る
し
が
伴
う
。

彼
ら
は
私
の
名
に
よ
っ
て
悪
霊

を
追
い
出
し
、
新
し
い
言
葉
を

語
る
。
手
で
蛇
を
つ
か
み
、
ま

た
、
毒
を
飲
ん
で
も
決
し
て
害

を
受
け
ず
、
病
人
に
手
を
置
け

ば
治
る
」
（
マ
ル
コ
16
・

16
）
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
後
半

は
、
ま
さ
に
神
の
国
が
実
現
し

た
こ
と
の
し
る
し
で
あ
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
聖
書
（
神
の
こ

と
ば
）
が
語
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
人
間
の
理

性
で
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
「
神

の
国
」
に
は
次
の
二
つ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
「
神

権
政
治
」
、
も
う
一
つ
は
、

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
で
す
。

「
神
権
政
治
」
と
は
、
別

名
、
「
政
教
一
致
」
と
も
い
え

る
も
の
で
す
が
、
古
代
社
会

（
有
史
以
来
４
世
紀
ま
で
）
に

お
い
て
は
、
民
を
治
め
る
人
の

権
威
は
神
か
ら
授
か
っ
た
も
の

と
い
う
教
え
が
一
般
的
で
し

た
。
い
わ
ゆ
る
祭
り
ご
と
を
主

催
す
る
人
が
、
政
治
を
行
う
と

い
う
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
も
王
が
支
配
す
る
、
一
つ
の

国
で
し
た
。
そ
れ
で
人
々
は
、

ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
に
、
も
し
か

し
た
ら
、
自
分
た
ち
の
王
（
メ

シ
ア
）
で
は
な
い
か
と
の
期
待

を
込
め
て
い
ま
し
た
。
イ
エ
ス

の
選
ん
だ
12
人
の
弟
子
た
ち
で

さ
え
、
大
衆
と
同
じ
様
な
期
待

を
イ
エ
ス
に
賭
け
て
い
た
こ
と

も
事
実
で
す
（
マ
タ
イ
20
・
20

～
28
参
照
）
。
し
か
し
、
イ
エ

ス
は
「
神
の
国
」
の
王
で
す

が
、
こ
の
世
の
国
の
王
で
は
あ

り
ま
せ
ん
（
ヨ
ハ
ネ
19
・
36
参

照
）
。
私
た
ち
信
仰
者
も
天
の

父
の
思
い
よ
り
も
、
人
間
的
願

望
を
イ
エ
ス
に
か
け
過
ぎ
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、

12
人
の
弟
子
た
ち
と
同
じ
様

に
。「

ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
は
理
想

郷
の
こ
と
で
す
。
16
世
紀
、
イ

ギ
リ
ス
社
会
の
理
想
の
姿
を
描

い
た
、
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
作
品

の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
使
わ
れ
て

以
来
、
一
般
化
し
た
も
の
で
す

が
、
元
来
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
ギ

リ
シ
ャ
語
で
「
な
い
場
所
」
と

い
う
意
味
で
す
。

つ
ま
り
、
「
ユ
ー
」
は
否
定

語
で
「
ト
ピ
ア
」
は
「
ト
ポ

ス
」
の
派
生
語
で
場
所
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
イ
エ
ス
が
地
上

で
始
め
ら
れ
た
「
神
の
国
」

は
、
あ
る
意
味
で
、
「
教
会
」

と
し
て
、
こ
の
世
に
存
続
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

イ
エ
ス
は
そ
の
説
教
の
中
で

は
、
「
神
の
国
」
を
「
種
ま

き
」
、
「
か
ら
し
種
」
、
「
パ

ン
種
」
、
の
比
喩
を
持
っ
て
説

明
し
て
い
ま
す
（
マ
タ
イ
13
・

18
～
51
参
照
）
。
つ
ま
り
、
神

の
国
は
、
生
命
あ
る
も
の
、
最

初
は
小
さ
い
が
、
や
が
て
成
長

す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
ま
す
。
だ
と
し
た
ら
、
成
長

し
な
い
教
会
は
、
「
神
の
国
」

と
は
言
え
な
い
と
も
言
え
ま

す
。最

後
に
、
こ
の
「
神
の
国
」

で
一
番
偉
い
人
は
だ
れ
で
し
ょ

う
か
。
イ
エ
ス
は
明
言
し
て
い

ま
す
。

「
心
を
入
れ
替
え
て
、
子
供

の
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
決

し
て
、
天
の
国
（
神
の
国
）
に

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
マ

タ
イ
18
・
３
）

教
会
に
属
す
る
わ
た
し
た
ち

の
回
心
こ
そ
が
、
こ
の
世
の

人
々
に
対
し
て
「
神
の
国
」
が

こ
こ
に
あ
る

よ
、
と
い
う
証

し
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
敬
称
略
）

教
　
区
　
長

中
野
裕
明

名
誉
司
教

郡
山
健
次
郎

司
教
総
代
理

泉
　
浩
二

本
土
地
区

Ｐ
・
ア
ン
（
姶
良
教
会
）
、
Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

ー
ノ
（
指
宿
教
会
）
、
朴
　
鎭
亮
（
加
世
田
教

会
）
、
泉
　
浩
二
（
鴨
池
教
会
）
、
竹
山
　
昭
、

鄭
　
成
淙
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）
、
頭
島
　
光
、

Ｊ
・
ム
イ
ベ
ル
ガ
、
Ｇ
・
ボ
ス
コ
（
谷
山
教

会
）
、
栃
尾
泰
英
（
種
子
島
教
会
）
、
小
隈
憲
士

（
玉
里
教
会
）
、
山
口
好
信
（
紫
原
教
会
）
、
鄭

法
鍾
（
吉
野
教
会
）
、
Ｂ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
（
鹿
屋

教
会
）
、
丸
野
六
雄
（
垂
水
教
会
）
、
Ｊ
・
サ
ン

タ
マ
リ
ア
（
国
分
教
会
）
、
寝
占
敦
之
（
志
布
志

教
会
）
、
朴
　
昶
奎
（
溝
辺
教
会
）
、
坂
本
　
進

（
阿
久
根
教
会
）
、
萩
原
義
幸
（
出
水
教
会
）
、

Ｊ
・
ハ
ン
マ
（
入
来
教
会
）
、
Ｍ
・
ア
ッ
シ
ャ
ー

（
大
口
教
会
）
、
Ｔ
・
メ
ニ
ッ
ヒ
（
川
内
教
会
）

大
島
地
区

内
野
洋
平
（
大
笠
利
教
会
）
、
松
永
正
男
、
金

熙
一
（
古
仁
屋
教
会
）
、
鈴
木
康
由
（
小
宿
教

会
）
、
Ｊ
・
タ
ム
（
大
熊
教
会
）
、
宋
　
診
旭

（
瀬
留
教
会
）
、
Ｇ
・
テ
ィ
エ
ン
、
李
　
秉
德

（
名
瀬
聖
心
教
会
）
、
松
永
正
男
、
柳
本
繁
春
、

田
端
孝
之
、
金
　
熙
一
（
古
田
町
教
会
）
、
福
崎

英
雄
（
徳
之
島
）
、
福
崎
英
雄
（
沖
永
良
部
）

教
区
本
部

中
野
裕
明
、
末
吉
卓
也

司
教
館

郡
山
健
次
郎
、
永
山
幸
弘

そ
の
他

小
川
靖
忠
（
Ｙ
Ｂ
Ｕ
本
部
）
、
関
根
悦
雄
（
純
心

聖
母
会
）
、
貴
島
丈
弥
、
霧
島
　
彬
（
留
学
）
、

田
原
　
章
、
成
相
明
人
（
引
退
）

終
身
助
祭

桃
薗
淳
一
郎
（
鴨
池
教
会
）
、
池
上
聖
行
、
池
上

利
男
（
徳
之
島
教
会
）
久
保
俊
弘
（
谷
山
教

会
）
、
川
口
　
茂
（
加
世
田
教
会
）
、
石
神
秀
人

（
阿
久
根
教
会
）
、
四
條
淳
也
（
喜
界
島
教
会
）

司
祭
評
議
会

中
野
裕
明
（
会
長
）
、
泉
　
浩
二
（
副
会
長
）
、

末
吉
卓
也
（
事
務
局
長
）
、
頭
島
　
光
、
小
隈
憲

士
、
寝
占
敦
之
、
Ｐ
・
ア
ン
、
Ｊ
・
サ
ン
タ
マ
リ

ア
、
内
野
洋
平
（
以
上
、
評
議
員
）

教
区
顧
問
団

頭
島
　
光
、
泉
　
浩
二
、
竹
山
　
昭
、
小
隈
憲
士

責
任
役
員
会

中
野
裕
明
（
代
表
役
員
）
、
竹
山
　
昭
、
永
山
幸

弘
、
小
隈
憲
士
、
泉
　
浩
二

「
神
の
国
」
に
つ
い
て

鹿
児
島
教
区
の
信
者
（
司

祭
・
助
祭
・
奉
献
生
活
者
・
信

徒
）
の
み
な
さ
ま
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
一
年
、
み
な
さ
ま
の

上
に
、
神
様
の
豊
か
な
祝
福
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
「
一
年
の
計
は
元
旦

に
あ
り
」
と
申
し
ま
す
が
、
今

年
の
年
頭
の
辞
は
、
「
わ
た
し

の
司
教
職
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
司
教
紋
章
の
聖

句
に
掲
げ
た
モ
ッ
ト
ー
は
、
今

年
限
り
で
は
な
く
、
私
の
在
任

中
ず
っ
と
継
承
す
べ
き
も
の
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
「
神
の
国
」
と

い
う
テ
ー
マ
は
、
イ
エ
ス
ご
自

身
の
生
涯
の
テ
ー
マ
で
し
た

し
、
イ
エ
ス
が
も
た
ら
し
た
、

福
音
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

「
時
は
満
ち
、
神
の
国
は
近

づ
い
た
。
悔
い
改
め
て
福
音
を

2019年 新年のお慶びを申し上げます！

年頭の辞

「
神
の
国
」
に
つ
い
て

回
心
こ
そ
が
世
の
人
々
へ
の
証

鹿
児
島
教
区
長
　
　
司
教

中

野

裕

明

福者パウロ６世は1967年12月8日、ベトナム戦争が激化
するなか、来る1月1日を平和の日とし、平和のために特別
な祈りをささげるよう呼びかけました。それ以来、全世界
のカトリック教会は毎年１月１日を「世界平和の日」と
し、戦争や分裂のない平和な世界が来るように祈っていま
す。

平和はキリスト教そのものに深く根ざしています。キリ
スト者にとって平和を唱えることは、キリストを告げ知ら
せることにほかなりません。新年にあたって「信仰の原点
に立ち戻り、すべての善意ある人々と手をたずさえて、平
和な世界の実現に向かって、カトリック信者としての責任
を果たしていく」（日本司教団『平和への決意』）ことが
できるよう決意を新たにしたいと思います。

鹿
児
島
教
区
の
司
祭
・
助
祭

1月1日は世界平和の日
平和のために祈りましょう
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平
土
野
教
会
　
順
　
秀
子

私
た
ち
徳
之
島
の
教
会
で
は

10
月
28
日
（
日
）
、
中
野
司
教

様
の
初
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
喜

び
い
っ
ぱ
い
で
活
気
づ
い
て
お

り
ま
す
が
、
司
教
様
を
お
迎
え

す
る
に
あ
た
り
、
準
備
万
端
だ

っ
た
か
と
聞
か
れ
る
と
反
省
す

る
ば
か
り
で
、
大
変
申
し
訳
な

か
っ
た
こ
と
を
教
区
報
で
司
教

様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
８
日
、
司
教
様
の
叙
階

式
に
徳
之
島
か
ら
６
人
が
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
と
喜

び
に
包
ま
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
一
夜
明
け
る
と
大
松
神
父

様
の
訃
報
が
入
り
、
あ
ま
り
に

突
然
の
別
離
に
誰
し
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
特
に
私
た
ち
徳

之
島
の
教
会
に
と
っ
て
は
、
神

父
様
の
言
葉
で
「
大
損
失
」
で

す
。大

松
神
父
様
と
の
か
か
わ
り

が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
立
ち
直

れ
ず
の
状
態
で
司
教
様
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
、
初
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
に
一
品
持
参
の
昼

食
会
の
こ
と
ば
か
り
に
気
が
取

ら
れ
、
花
束
の
準
備
に
も
頭
が

回
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
の

朝
に
な
っ
て
そ
の
こ
と
に
気
づ

い
て
「
女
性
信
徒
の
会
会
長
と

し
て
失
格
だ
な
あ
」
と
す
ご
く

自
分
の
足
り
な
さ
を
残
念
に
思

う
こ
と
で
し
た
。
で
も
神
様
か

ら
「
そ
れ
で
も
あ
な
た
は
私
の

愛
す
る
子
、
今
の
ま
ま
で
十

分
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
お

祈
り
を
通
し
て
、
「
よ
し
」
に

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

い
つ
も
な
ら
足
り
な
い
私
を

皆
が
助
け
て
く
れ
る
の
に
、
誰

か
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
に

…
、
今
回
は
大
松
神
父
様
の
こ

と
が
よ
ほ
ど
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

福
崎
神
父
様
に
と
っ
て
も
突

然
、
「
何
も
か
も
一
人
で
」
と

い
う
現
実
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
大
変
な
こ
と
で
、
私
た
ち
は

ど
の
よ
う
に
神
父
様
を
支
え
、

教
会
の
一
員
と
し
て
や
る
べ
き

こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
事
細
か
な
準
備
が

で
き
ず
、
仕
方
が
な
い
の
で
司

教
様
に
素
直
に
お
詫
び
し
ま
し

た
。
そ
の
場
で
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
を
結
成
し
て
、
歓
迎
の
心

を
聖
歌
に
込
め
て
歌
い
、
許
し

を
願
い
、
そ
の
後
は
皆
か
ら
も

「
私
も
」
と
自
主
的
に
司
教
様

へ
の
歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
、
小
さ
い
な
が
ら
も
盛
大
な

お
祝
い
と
な
り
ホ
ッ
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

「
ま
ず
神
の
国
と
そ
の
義
を

求
め
よ
」
を
し
っ
か
り
と
頭
の

中
に
入
れ
、
目
的
を
失
う
こ
と

な
く
、
私
た
ち
徳
之
島
の
教
会

は
福
崎
神
父
様
と
共
に
頑
張
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
徳
之
島
の

教
会
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

県
立
川
内
高
等
学
校
に
入
学
。

高
校
卒
業
後
は
上
智
大
学
文
学

部
ス
コ
ラ
哲
学
科
に
入
学
し
、

１
９
６
５
年
か
ら
レ
デ
ン
プ
ト

ー
ル
会
の
小
神
学
校
に
入
学
し

た
。
１
９
６
７
年
か
ら
は
レ
デ

ン
プ
ト
ー
ル
会
の
修
練
の
た
め

上
智
大
学
を
休
学
、
１
９
６
８

年
に
有
期
誓
願
を
宣
立
し
上
智

大
学
へ
復
学
し
た
。
そ
の
後
は

１
９
７
０
年
に
レ
デ
ン
プ
ト
ー

ル
会
を
退
会
し
、
１
９
７
１

年
、
上
智
大
学
を
卒
業
し
、
就

職
し
た
。
就
職
後
は
、
結
婚
、

起
業
な
ど
を
経
験
し
帰
郷
。
２

０
１
７
年
10
月
に
終
身
助
祭
候

補
者
に
認
定
さ
れ
て
い
た
。

小
島
芳
武
さ
ん
の
叙
階
式

は
、
２
月
10
日
（
日
）
川
内
教

会
で
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
。

教
区
終
身
助
祭
委
員
会
は
、

川
内
教
会
所
属
の
パ
ウ
ロ
小
島

芳
武
さ
ん
の
叙
階
式
を
実
施
す

る
旨
を
発
表
し
た
。

終
身
助
祭
候
補
者
の
小
島
さ

ん
は
、
１
９
４
７
年
１
月
13

日
、
薩
摩
郡
高
城
村
麓
（
現
在

の
薩
摩
川
内
市
高
城
町
）
に
生

ま
れ
た
。
70
歳
。
地
元
の
小
学

校
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、

中
野
裕
明
司
教
様
を
お
迎
え
し
て

徳
之
島
教
会
と
指
宿
教
会

指
宿
教
会
　
西
田
時
子

11
月
25
日
（
日
）
、
「
王
で

あ
る
キ
リ
ス
ト
」
の
祭
日
に
、

10
月
８
日
（
月
）
に
司
教
に
叙

階
さ
れ
た
中
野
裕
明
司
教
様
を

お
迎
え
し
て
、
指
宿
教
会
で
の

初
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
小
春
日
和
の
暖
か

く
穏
や
か
な
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
県
内
で
働
く
外
国
か
ら
の

研
修
生
も
多
く
参
加
し
、
総
勢

50
人
。
聖
堂
は
ほ
ぼ
満
席
、
力

強
い
祈
り
が
響
き
ま

し
た
。

司
教
様
は
、
説
教

の
中
で
ご
自
分
の
司

教
紋
章
の
図
柄
に
つ

い
て
、
詳
し
く
説
明

し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
司
教
様
の
思
い

が
こ
の
紋
章
に
込
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
目
標
に
し
て
教
区

を
導
い
て
く
だ
さ
る

の
だ
と
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
ま
し

た
。ミ

サ
後
、
白
百
合

幼
稚
園
の
園
庭
で
司

教
様
を
囲
み
昼
食
会

を
催
し
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本

の
お
祝
い
の
日
の
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
、
お
国
自
慢
の
ダ
ン
ス

や
歌
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
司
教
様
は
お
母
様
の

仕
事
の
関
係
で
、
小
、
中
学
校

を
指
宿
の
地
で
過
ご
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
親
し
い
同
級

生
の
参
加
も
あ
り
、
ご
挨
拶
も

頂
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
司
教
様
に
祝
福

を
頂
き
、
励
ま
さ
れ
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

小
、
中
学
生
の
頃
の
思
い
出

が
詰
ま
っ
た
指
宿
に
、
ま
た
ゆ

っ
く
り
と
お
い
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
た
ま
に
は
疲
労
回

復
抜
群
の
指
宿
教
会
の
温
泉
に

ゆ
っ
く
り
と
浸
か
り
、
疲
れ
を

癒
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

中
野
司
教
様
の
ご
健
康
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
末
長
く
私

た
ち
を
お
導
き
く
だ
さ
い
。

▼
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
修
道
会
日

本
準
管
区
で
は
、
２
０
１
９
年

か
ら
始
ま
る
４
年
期
の
準
管
区

長
に
、
こ
れ
ま
で
の
瀬
戸
高
志

神
父
に
代
わ
り
井
上
武
神
父
が

就
任
、
ま
た
準
管
区
長
代
理
を

石
田
望
神
父
が
務
め
る
と
発
表

し
た
。

1972年開設以来、入門への第一歩とし
て、また信者の学び直し、黙想の助け、
職員研修などにもご活用いただいており
ます。
＜全7講座＞
Ｔ001☆キリスト教とは＝日本の宗教観に

照らして学ぶキリスト教の概要。
Ｔ002☆聖書入門〔Ⅰ〕＝四福音書を通し

てイエスの生涯をたどる。
Ｔ003☆キリスト教入門＝キリスト教の秘

跡や信仰生活について学ぶ。
Ｔ004☆神・発見の手引＝人生、自然を通

して神の呼び声に耳を傾ける。
Ｔ005☆聖書入門〔Ⅱ〕＝使徒の働きとそ

の手紙、黙示録について学ぶ。
Ｔ006☆幸せな結婚＝カトリックにおける

結婚の意味や愛、幸福とは？

Ｔ007☆生きること・死ぬこと＝老いや
命、旅立つ人に寄りそうケアについ
て考える。

＜受講料＞（教材費・税込）
Ｔ001～Ｔ004 各4,800円
Ｔ005～Ｔ007 各5,300円

＜お申込み＞
郵便振替用紙にご希望の講座名・講座

番号（Ｔ001～Ｔ007）をご記入の上、下
記にお振込みください。入金確認後教材
をお送りいたします。

振替口座番号：00170-2-84745
加入者名：オリエンス宗教研究所

＜お問い合わせ＞
オリエンス宗教研究所　カトリック通信講座

〒156-0043  東京都世田谷区松原2-28-5
℡03-3322-7601

カトリック通信講座

川
内
教
会
の
小
島
さ
ん

２
月
に
終
身
助
祭
に

司教を囲んで記念撮影（指宿教会）

修
道
会
便
り

短
　
歌

鴨
池
教
会
　
前
田
儀
子

お
き
ざ
り
草
の
花
が
目
ざ
め
て

咲
く
午
後
を
椿
は
音
な
き
紅
を

地
に
打
つ

底
ご
も
る
悲
し
み
う
ご
く
妹
の

墓
石
に
セ
キ
レ
イ
は
待
つ

国
分
教
会
　
市
来
房
枝

教
会
を
敬
遠
し
て
い
る
吾
が
夫
が

司
祭
の
指
名
で
聖
書
を
読
め
り

文
　
芸

小島芳武さん
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た
の
は
、
聖
香
油
の
ミ
サ
と
ザ

ビ
エ
ル
祭
。
聖
香
油
ミ
サ
は
昨

年
ま
で
、
聖
木
曜
日
の
前
日
に

さ
さ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
コ
ン

ベ
ン
ツ
ス
と
の
兼
ね
合
い
を
考

え
、
そ
の
前
日
の
火
曜
日
（
今

年
は
４
月
16
日
）
に
さ
さ
げ
、

午
後
か
ら
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
を
開

催
す
る
と
し
た
。

ま
た
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭

に
つ
い
て
は
、
８
月
15
日
の
開

催
を
決
め
、
そ
の
意
義
に
つ
い

て
中
野
司
教
は
同
記
念
祭
の
起

源
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
説
明

し
た
。

「
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
」
と
し
て

祝
っ
て
き
た
記
念
祭
だ
が
、
上

陸
記
念
と
し
て
い
る
地
は
平
戸

や
下
関
な
ど
各
地
に
あ
る
。
そ

こ
で
鹿
児
島
教
区
と
し
て
は
、

名
称
変
更
も
含
め
「
キ
リ
ス
ト

教
伝
来
の
地
」
を
前
面
に
押
し

出
し
て
記
念
祭
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
実
施
日
に
つ
い

て
も
、
聖
母
被
昇
天
祭
で
あ
る

こ
と
、
上
陸
の
日
（
キ
リ
ス
ト

教
伝
来
の
日
）
で
あ
る
こ
と
、

カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
締
め
く

く
り
の
日
で
あ
る
こ
と
、
終
戦

の
日
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由

に
８
月
15
日
に
こ
の
記

念
祭
を
実
施
し
た
い
。

ま
た
郡
山
司
教
が
信

心
業
を
大
切
に
し
た
い

と
始
め
た
月
一
回
の
カ

テ
ド
ラ
ル
で
の
「
聖
体

礼
拝
」
に
つ
い
て
も
、

中
野
司
教
は
「
カ
テ
ド

ラ
ル
だ
け
で
実
施
す
る

の
で
は
な
く
す
べ
て
の

小
教
区
で
、
聖
体
礼
拝

に
限
ら
ず
信
心
業
を
実

施
し
て
欲
し
い
」
と
願

い
、
た
だ
し
実
施
に
あ

た
っ
て
は
意
向
を
持
っ

て
行
う
よ
う
提
案
し

た
。
特
に
意
向
と
し
て

中
野
司
教
が
推
し
た
の

11
月
20
日
（
火
）
教
区
本
部

で
教
区
に
働
く
全
司
祭
が
集
う

「
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
」
（
定
例
司

祭
集
会
）
が
開
か
れ
た
。

午
前
10
時
か
ら
始
め
ら
れ
た

会
議
で
は
、
中
野
裕
明
司
教
が

叙
階
式
の
お
礼
と
現
状
を
報
告

し
た
。
そ
の
後
、
前
日
に
開
催

さ
れ
た
司
祭
評
議
会
に
関
し

て
、
同
評
議
会
の
規
約
と
そ
の

会
議
の
役
割
、
ま
た
コ
ン
ベ
ン

ツ
ス
の
役
割
が
説
明
さ
れ
た
。

特
に
司
教
が
強
調
し
た
の
は

「
司
祭
評
議
会
が
司
教
の
諮
問

機
関
で
あ
り
、
教
区
統
治
に
お

い
て
司
教
を
助
け
る
役
割
が
あ

る
」
と
い
う
目
的
と
同
評
議
会

の
権
限
に
つ
い
て
。
ま
た
コ
ン

ベ
ン
ツ
ス
は
「
司
祭
評
議
会
に

諮
っ
て
定
ま
っ
た
司
教
の
思
い

の
小
教
区
で
の
実
現
を
ど
の
よ

う
に
具
体
化
す
る
か
を
検
討
す

る
役
割
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
規
約
に
基
づ
き

次
回
開
催
さ
れ
る
司
祭
評
議
会

か
ら
は
、
新
メ
ン
バ
ー
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

次
に
２
０
１
９
年
の
行
事
に

つ
い
て
の
確
認
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
と
大
き
な
変
化
が
あ
っ

１
日
（
火
）
神
の
母
聖
マ
リ
ア

▼
世
界
平
和
の
日

４
日
（
金
）
ル
カ
神
父
命
日
（
１
９
９
８
年
）

▼
七
田
八
十
吉
神
父
命
日
（
１
９
８
０
年
）

５
日
（
土
）
ノ
イ
マ
ン
祭

６
日
（
日
）
主
の
公
現

７
日
（
月
）
教
区
司
祭
新
年
会
・
教
区
本
部
・
17
時

13
日
（
日
）
主
の
洗
礼

14
日
（
月
）
永
島
泰
蔵
神
父
命
日
（
２
０
０
２
年
）

▼
カ
リ
タ
ス
デ
ー
in
鹿
児
島
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
９
時
30

分

15
日
（
火
）
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

18
日
（
金
）
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
週
間
・
～
25
日

19
日
（
土
）
ハ
イ
シ
ク
神
父
命
日
（
１
９
８
９
年
）

20
日
（
日
）
年
間
第
２
主
日

▼
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
集
会
・
谷
山
教
会
・
14
時

21
日
（
月
）
司
祭
大
会
・
奄
美
市
・
～
24
日

▼
司
祭
評
議
会
・
聖
心
教
会
・
14
時

24
日
（
木
）
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
・
聖
心
教
会
・
９
時

25
日
（
金
）
聖
パ
ウ
ロ
の
回
心

▼
郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
霊
名

26
日
（
土
）
フ
ェ
リ
ェ
神
父
命
日
（
１
９
１
９
年
）

27
日
（
日
）
年
間
第
３
主
日

▼
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
（
献
金
）

▼
ス
テ
ィ
ー
ブ
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
０
年
）

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
加
世
田
教
会
堅
信
式

〔
司
教
日
程
〕
　
７
日
教
区
司
祭
新
年
会
、
20
日
奄
美
訪
問
、
21
～

25
日
教
区
司
祭
大
会
（
奄
美
市
）
、
27
日
加
世
田
教
会
堅
信
式

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

福
音
宣
教

若
者
と
マ
リ
ア
の
模
範

日
本
の
教
会

神
の
国
の
し
る
し

司
祭
評
等
の
役
割
と
教
区
行
事
を
確
認

中
野
司
教
誕
生
後
初
の
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス

会

と

催

し

１
月

は
２
０
１
９
年
10
月
が
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
定
め
た
「
宣
教

の
た
め
の
特
別
な
月
」
に
な
る

こ
と
か
ら
「
宣
教
が
ふ
さ
わ
し

い
の
で
は
」
と
提
案
し
た
。

そ
の
後
、
宣
教
に
つ
い
て
踏

み
込
ん
だ
解
説
を
し
た
中
野
司

教
は
、
福
音
宣
教
は
長
く
訴
え

ら
れ
て
い
る
が
実
を
結
ん
で
い

な
い
し
、
言
葉
自
体
に
食
傷
気

味
で
あ
る
の
は
事
実
。
こ
れ
は

「
福
音
宣
教
が
人
を
教
会
に
連

れ
て
く
る
こ
と
」
と
思
わ
れ
て

い
る
か
ら
。

福
音
宣
教
と
は
、
イ
エ
ス
が

も
た
ら
し
た
も
の
を
聖
書
に
基

づ
い
て
理
解
し
広
め
る
こ
と
。

た
だ
し
こ
こ
に
人
間
の
浅
は
か

な
知
恵
が
入
る
余
地
は
な
い
。

神
の
言
葉
を
使
っ
て
神
の
言
葉

を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
に
な

中
野
司
教
の
霊
名
を
祝
い

聖
ザ
ビ
エ
ル
の
宣
教
魂
に
倣
う

日
本
宣
教
の
保
護
者
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
司
祭
の

祝
日
に
あ
た
る
12
月
３
日

（
月
）
、
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ

エ
ル
教
会
で
司
教
司
式
の
ミ
サ

が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

ミ
サ
の
始
ま
る
前
か
ら
こ
の

時
期
に
は
珍
し
い
激
し
い
雨
に

見
舞
わ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
午

後
６
時
か
ら
の
ミ
サ
に
は
80
人

余
り
の
信
者
が
参
列
し
、
遠
く

は
徳
之
島
か
ら
駆
け
付
け
た
福

崎
英
雄
神
父
を
含
む
14
人
の
司

祭
た
ち
と
中
野
司
教
が
さ
さ
げ

る
ミ
サ
で
、
司
教
の
霊
名
の
記

念
を
祝
い
、
ま
た
日
本
宣
教
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
た
聖
ザ
ビ

エ
ル
の
偉
業
を
偲
ん
だ
。

マ
ル
コ
福
音
書
の
朗
読
後
に

説
教
し
た
中
野
司
教
は
、
ザ
ビ

エ
ル
と
の
出
会
い
で
人
生
が
変

わ
っ
た
ヤ
ジ
ロ
ウ
と
ベ
ル
ナ
ル

ド
に
つ
い
て
触
れ
、
「
ザ
ビ
エ

ル
と
出
会
っ
た
ふ
た
り
の
人
生

が
変
わ
っ
た
よ
う
に
、
聖
な
る

人
と
出
会
う
と
人
は
聖
人
の
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト

教
は
聖
な
る
も
の
を
通
し
て
伝

わ
っ
て
い
く
。
聖
な
る
も
の
は

神
、
私
た
ち
も
そ
の
神
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
聖
な

る
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。
そ
う
信
じ
て
邁

進
し
よ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。
ミ
サ
後
は
、
ホ
ー
ル

で
茶
話
会
が
開
か
れ
、
司
教
と

司
祭
、
信
徒
た
ち
の
交
流
の
ひ

と
時
が
持
た
れ
た
。

世界奉献生活者の日のミサ
２月２日（土）15時〜

場所：ザビエル教会　司式：中野裕明司教
イエスとの出会い、奉献生活の恵みへの

感謝の祈りと新しい照明を願う祈りを皆様
方と共にお捧げできたらと願っています。
ご自由にご参加ください。ミサ後に小さな
茶話会を準備しています。教区修道女連盟

カリタスデーin鹿児島
～神の愛のわざを今・we are caritas～

2019年1月14日（月・振替休日）
会　場：ザビエル教会１階ホール

＜午前の部　9：30～12：00＞
・中野裕明司教挨拶、瀬戸高志神父（カリタス

ジャパン秘書）講演、協力者たちの声
＜午後の部 13：0０～16：00＞
・鹿児島教区におけるカリタス＝愛の聖母園、

薩来園、聖園老人ホーム、ゆらいあい、ボー
イスカウト鹿児島21団、アルファグループ

・分かち合い
・派遣のミサ

カリタス教区担当・川口　茂
℡080（3958）6810

カリタスジャパン、鹿児島教区共催

た
。
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。
（
報
告
・
久
保
政
博
）

▼
き
ぼ
う
の
電
話
で
認
定
式

鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話
（
山

口
寛
子
委
員
長
）
で
は
11
月
30

日
（
金
）
、
31
回
目
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
講
座
の
修
了
式
を
教

区
本
部
で
実
施
し
た
。

６
月
か
ら
始
ま
っ
た
講
座
を

修
了
し
た
の
は
10
人
。
そ
の
中

か
ら
５
人
が
き
ぼ
う
の
電
話
の

相
談
員
と
な
る
決
意
を
し
て
、

そ
の
認
定
を
受
け
た
。

▼
壮
年
会
が
奉
仕
作
業

11
月
18
日
（
日
）
、
連
合
壮

年
会
の
有
志
が
マ
リ
ア
山
荘
で

奉
仕
作
業
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
草
刈
り
に
剪
定
、
排
水
溝

掃
除
、
塀
の
清
掃
な
ど
。
フ
ァ

イ
ト
パ
ワ
ー
溢
れ
る
行
動
力
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
み
る
み
る
間

に
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
感

謝
、
感
激
、
感
動
で
す
。
そ
し

て
こ
れ
は
「
マ
リ
ア
山
荘
を
も

っ
と
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た

い
、
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
」
と

語
る
ひ
と
時
で
も
あ
り
ま
し

る
と
提
言
し
た
。

そ
の
後
は
、
霧
島
助
祭
の
叙

階
式
、
司
祭
大
会
、
北
薩
大
会

な
ど
諸
行
事
に
つ
い
て
の
日
程

報
告
な
ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
カ

リ
タ
ス
鹿
児
島
献
金
の
利
用
に

つ
い
て
の
確
認
が
な
さ
れ
閉
会

し
た
。

司祭評議会について説明する中野司教
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た
。
お
そ
ら
く
当
初
は
海
岸
べ

た
の
や
ぶ
の
中
だ
っ
た
と
思
わ

れ
、
町
を
は
じ
め
と
し
て
地
元

小
島
集
落
の
絶
大
な
る
協
力
の

も
と
、
教
区
は
も
ち
ろ
ん
歴
代

主
任
司
祭
た
ち
と
信
徒
た
ち
の

熱
意
が
今
日
の
姿
を
実
現
さ
せ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

④
イ
タ
リ
ー
出
身
の
マ
リ
オ

神
父
様
の
お
話
で
は
、
シ
ド
ッ

チ
神
父
の
出
身
地
イ
タ
リ
ア
・

シ
シ
リ
ア
島
で
シ
ド
ッ
チ
神
父

に
対
す
る
関
心
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
イ
タ
リ
ー
語
と
フ
ラ
ン

ス
語
で
の
シ
ド
ッ
チ
評
伝
の
翻

訳
出
版
と
相
ま
っ
て
両
教
区
の

交
流
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
今
後
シ
ド
ッ
チ
神
父
の
殉

教
者
と
し
て
の
列
福
へ
と
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

⑤
初
め
て
の
記
念
祭
参
加
で

当
た
っ
て
い
な
い
か
と
思
う
の

で
す
が
、
「
教
会
側
の
参
加
が

も
っ
と
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
」
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
今
後
地
元
と
の
良
い

関
係
、
ひ
い
て
は
福
音
化
（
福

音
宣
教
）
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

来
年
は
声
を
掛
け
合
っ
て
参

加
者
増
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

を
得
て
、
国
家
全
体
が
原
発
を

容
認
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
福
島
原
発
事
故
の
こ

と
は
、
国
家
に
よ
っ
て
忘
れ
よ

う
と
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

福
島
や
東
北
を
生
活
の
拠
点
と

し
て
い
る
人
々
は
、
こ
の
８
年

間
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
、

何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
本
が
、
佐
々
木
孝
著
「
原
発

禍
を
生
き
る
」
（
論
創
社
）
で

あ
る
。

福
島
県
南
相
馬
市
在
住
の

佐
々
木
孝
さ
ん
は
、
避
難
を
せ

ず
に
原
発
か
ら
約
20
キ
ロ
離
れ

た
自
宅
で
、
今
も
妻
の
介
護
を

し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
元
東
京
純
心

女
子
大
学
教
授
で
、
在
野
の
思

想
家
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
思
想
が
専
門
で
、

特
に
20
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
を
代

表
す
る
詩
人
・
哲
学
者
ウ
ナ
ム

ー
ノ
の
研
究
者
で
あ
る
。
（
カ

ト
リ
ッ
ク
新
聞
２
０
１
８
年
９

月
16
日
号
参
照
）
自
ら
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
モ
ノ
デ
ィ
ア
ロ

ゴ
ス
」
（
独
・
対
話
）
と
し

て
、
〈
３
・
11
〉
以
前
か
ら
自

己
表
現
を
し
て
き
た
。
今
も
継

続
し
て
お
り
、
「
モ
ノ
デ
ィ
ア

ロ
ゴ
ス
」
私
家
版
を
十
五
冊
発

行
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
か

ら
、
２
０
１
１
年
３
月
10
日

（
震
災
前
日
）
か
ら
７
月
６
日

ま
で
の
文
章
を
収
録
し
た
も
の

〈
３
・
11
〉
以
降
、
私
た
ち

自
身
の
信
仰
、
そ
し
て
教
会
は

変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
変
わ

る
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
れ
が
福

音
化
の
姿
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ

が
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

今
で
は
「
福
島
」
は
過
去
の
出

来
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

る
。
２
０
１
１
年
３
月
11
日
か

ら
、
約
８
年
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
川
内
原
発
を
始
め
と

し
て
全
国
の
原
発
は
次
々
に
再

稼
働
し
、
更
に
耐
久
年
数
の
４

０
年
を
超
え
て
20
年
延
長
も
認

め
ら
れ
よ
う
と
と
し
て
い
る
。

司
法
（
裁
判
所
）
の
お
墨
付
き

が
本
書
で
あ
る
。

「
ま
た
寒
さ
が
戻
っ
て
き
た

よ
う
だ
。
昼
ご
ろ
、
か
な
り
大

き
な
地
震
も
あ
っ
た
し
、
ど
う

も
す
ん
な
り
春
に
な
っ
て
く
れ

そ
う
も
な
い
。
」
（
３
月
10
日

付
）
が
本
書
の
書
き
出
し
で
あ

る
。
ま
さ
か
、
翌
日
に
最
悪
の

原
発
事
故
が
発
生
す
る
と
は
予

想
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
妻
の
病
状
や
介
護
の
心
配

事
が
具
体
的
に
書
か
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
日
常
生
活
の

中
で
非
日
常
的
な
〈
３
・
11
〉

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者

は
悲
惨
な
現
実
を
思
想
的
課
題

と
し
て
捉
え
て
、
思
索
を
続
け

る
。
例
え
ば
、
「
く
に
」
と
は

何
か
？
（
４
月
４
日
付
）
「
私

た
ち
に
と
っ
て
、
真
の
『
く

に
』
は
…
美
し
い
風
土
で
あ

り
、
そ
こ
に
住
む
人
間
た
ち
な

の
だ
。
」
怒
り
や
笑
い
に
ユ
ー

モ
ア
が
伴
っ
て
お
り
、
後
味
の

良
い
本
で
あ
る
。
今
、
介
護
を

し
て
疲
れ
て
い
る
方
に
は
、
５

月
17
日
付
の
「
唐
突
な
女
房
賛

歌
？
」
を
読
む
こ
と
を
勧
め
た

い
。
「
悲
観
論
的
楽
観
主
義

者
」
で
あ
る
筆
者
は
、
物
事
の

根
底
に
迫
る
「
独
り
で
の
対

話
」
を
今
も
続
け
て
い
る
。

(紫
原
教
会
　
山
下
和
実
）

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
三
土
曜
日
）

日
　
時
：
１
月
19
日
（
土
曜

日
）
13
時
～
16
時

場
　
所
：
教
区
本
部

内
　
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

そ
の
他

２
０
１
８
年
の
５
月
、
長
崎

教
区
か
ら
枕
崎
教
会
に
引
っ
越

し
て
き
た
の
で
、
シ
ド
ッ
チ
祭

に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
で
し

た
。シ

ド
ッ
チ
神
父
に
つ
い
て
は

新
聞
情
報
程
度
の
知
識
し
か
な

く
、
改
め
て
同
神
父
に
つ
い
て

調
べ
て
み
る
と
と
て
も
興
味
深

い
こ
と
が
出
て
き
て
、
キ
リ
シ

タ
ン
史
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ

自
分
と
し
て
は
大
変
収
穫
の
多

い
も
の
で
し
た
。

今
年
の
シ
ド
ッ
チ
祭
は
11
月

23
日
（
金
）
の
開
催
で
４
年
ぶ

り
の
屋
久
島
町
主
催
と
か
ー
。

記
念
祭
は
屋
久
島
町
小
島
の
山

の
瀬
の
記
念
碑
前
で
始
ま
り
、

住
民
や
信
者
、
東
京
か
ら
の
巡

礼
団
ら
約
80
人
が
参
列
し
て
い

ま
し
た

第
１
部
は
シ
ド
ッ
チ
神
父
上

陸
記
念
碑
前
で
挨
拶
と
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
の
マ
リ
オ
・
カ
ン
ド

ゥ
ッ
チ
神
父
の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
第
２
部
は
場
所
を
近
く

の
小
島
公
民
館
に
移
し
、
シ
ド

ッ
チ
神
父
の
人
骨
が
出
土
し
た

際
に
発
掘
調
査
に
あ
た
っ
た
元

東
京
都
文
京
区
教
育
委
員
会
の

池
田
悦
夫
氏
が
「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
・
バ
テ
ィ
ス
タ
・
シ
ド
ッ
チ

の
墓
と
判
断
さ
れ
た
経
緯
と
根

拠
に
つ
い
て
」
の
講
演
、
第
３

部
は
教
会
で
中
野
司
教
司
式
で

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

夜
は
宿
泊
先
で
懇
親
会
が
も
た

れ
大
変
有
意
義
な
も
の
で
し

た
。以

下
に
筆
者
の
感
想
を
記
し

ま
す
。

①
今
年
は
上
陸
３
１
０
周
年

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
１
６

１
４
年
の
大
禁
教
令
か
ら
90
年

後
に
お
い
て
も
、
バ
チ
カ
ン
の

日
本
に
対
す
る
記
憶
は
な
く
な

ら
ず
状
況
把
握
の
た
め
に
シ
ド

ッ
チ
神
父
を
派
遣
し
た
こ
と
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
１
２
３
年
後

の
１
８
３
１
年
に
日
本
再
宣
教

の
道
を
探
る
よ
う
に
パ
リ
外
国

宣
教
会
に
指
示
し
、
１
８
４
４

年
に
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神
父
が
琉

球
へ
第
１
歩
を
し
る
し
、
そ
れ

が
１
８
６
５
年
の
大
浦
天
主
堂

に
お
け
る
信
徒
発
見
に
結
び
付

き
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い

う
驚
く
べ
き
推
移
を
経
て
い
る

こ
と
で
す
。

②
今
年
の
記
念
祭

は
４
年
ぶ
り
の
屋
久

島
町
主
催
で
し
た
。

昨
今
「
政
教
分
離
」

と
の
理
由
か
ら
行
政

の
参
加
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
鑑

み
る
と
あ
り
が
た
い

こ
と
と
感
じ
ま
し

た
。③

ま
た
今
年
は
36

回
目
の
記
念
祭
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、

記
念
碑
、
教
会
堂
な

ど
の
周
辺
地
域
が
素

晴
ら
し
く
整
備
さ
れ

て
い
て
感
心
し
ま
し

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
１
月
号

有
名
な
「
善
い
サ
マ
リ
ア

人
」の
た
と
え
は（
ル
カ
10
・
25

～
37
）、非
常
に
分
り
易
い
た
と

え
話
で
す
が
、
イ
エ
ス
様
の
意

図
を
理
解
す
る
た
め
に
、
古
代

イ
ス
ラ
エ
ル
史
を
紐
解
く
こ
と

と
預
言
者
の
言
葉
を
踏
ま
え
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
史
上
、
最

も
栄
え
た
ソ
ロ
モ
ン
の
王
国
は

北
の
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
と
南
の

ユ
ダ
王
国
に
分
裂
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
二
つ
の
国

た
。こ

の
愚
か
さ
と
悲
劇
を
鋭

く
指
摘
し
た
の
が
、
預
言
者
オ

デ
ド
で
す
。
彼
は
サ
マ
リ
ア
に

凱
旋
帰
国
し
た
兵
士
に
向
か
っ

て
、「
今
、
わ
た
し
の
言
う
こ
と

を
聞
き
、
兄
弟
の
国
か
ら
連
れ

て
来
た
捕
虜
を
帰
し
な
さ
い
。

主
は
あ
な
た
た
ち
に
対
し
て
激

し
く
怒
っ
て
お
ら
れ
る
。」（
歴

代
下
28
・
11
）。ま
た
、「
捕
虜
を

こ
こ
に
連
れ
て
来
て
は
な
ら
な

い
。
我
々
は
主
に
対
し
て
咎
を

負
っ
て
い
る
。
あ
な
た
た
ち
は

我
々
の
罪
と
咎
を
い
っ
そ
う
重

く
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
我
々

の
咎
は
既
に
重
く
、
主
は
イ
ス

ラ
エ
ル
に
対
し
て
激
し
く
怒
っ

て
お
ら
れ
る
。」
と
語
り
ま
す

（
歴
代
下
28
・
13
）。

歴
代
誌
に
於
け
る
こ
の
言

葉
が「
善
い
サ
マ
リ
ア
人
」の
た

と
え
を
理
解
す
る
鍵
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
と
え
は
単
に
善
行

す
る
こ
と
や
誰
か
の
隣
人
に
な

る
こ
と
を
勧

め
る
お
話
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
続
き

は
来
月
に
…
。

康由神父の聖書教室⑼

善いサマリア人のたとえ
古代イスラエル史から

は
、
共
に
時
の
強
国
で
あ
る
ア

ッ
シ
リ
ア
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る

と
対
抗
措
置
と
し
て
は
二
つ
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
ア
ッ
シ

リ
ア
に
服
従
す
る
こ
と
、
も
う

一
つ
は
近
隣
の
国
々
と
反
ア
ッ

シ
リ
ア
同
盟
を
結
ん
で
抵
抗
勢

力
を
築
く
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国

は
ア
ラ
ム
と
同
盟
を
結
び
、
更

に
、
ユ
ダ
王
国
に
も
こ
の
同
盟

に
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。し
か
し
、ユ
ダ
王
国
の
王
ア

ハ
ズ
は
こ
の
同
盟
に
参
加
す
る

こ
と
を
拒
否
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
反
ア
ッ
シ
リ
ア
同
盟
は
ユ

ダ
王
国
を
攻
撃
し
、
首
都
で
あ

る
エ
ル
サ
レ
ム
を
脅
か
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
シ
リ
ア
｜
エ
フ
ラ

イ
ム
戦
争
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。歴

史
的
に
考
え
れ
ば
、
こ
の

戦
争
は
南
北
に
分
れ
た
と
は
い

え
、
も
と
も
と
一
つ
の
国
が
戦

い
合
う
、
と
い
う
非
常
に
愚
か

な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
ま

す
。こ
の
結
果
、ユ
ダ
王
国
は
大

き
な
被
害
を
被
っ
た
う
え
、
大

量
の
人
々
が
首
都
サ
マ
リ
ア
に

捕
虜
と
し
て
連
行
さ
れ
ま
し

初
め
て
「
シ
ド
ッ
チ
祭
」
に
参
加
し
て

枕
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教
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